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ま ち の 話 題

くらしの情報

みんなの広場

探 訪 南 会 津

ー News ＆ Topics ー

ー I n f o r m a t i o n  ー

ー Arts ＆ People －

   6 －  11

 12 －  21

２2 －  23

　　　  24

残り時間わずか。

「はじめ！」の声に、勢いよく相手

に挑んでいくちびっこ柔道家

特 集  ① 平 成 1 9 年 度 上 半 期 予 算 執 行 状 況 の 公 表
　 　  ② 平 成 1 8 年 度 決 算 審 査 結 果 公 表

　　　　　　　　　　　　　　　　まちの人口（平成 19 年 12 月１日現在）

総人口 19,663 人（△９）　男 9,553 人（増減なし）　女 10,110 人（△ 9）　世帯数 7,070 世帯（10）※（　）内は前月比
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02

平成 19 年度上半期

予算の執行状況
町

で
は
、
皆
さ
ん
に
町
の
財

政
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に

あ
る
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
次
の
よ
う
に
公
表
し
て
い
ま

す
。

４
月　

新
年
度
予
算

10
月　

前
年
度
決
算
状
況

12
月　

上
半
期
の
予
算
執
行
状
況

皆
さ
ん
が
納
め
る
税
金
や
、

国
・
県
か
ら
の
補
助
金
、

町
債
（
借
入
金
）
な
ど
で
町
の
財

政
は
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

予 算 額 129 億 8718 万円

収入済額  57 億 2514 万円

予 算 額 129 億 8718 万円

執行済額  46 億 7183 万円

歳入

歳出

一般会計予算の執行状況

会計別収支の状況

区　分 当初予算額 補正予算額 予算現額 収入済額（歳入） 執行済額（歳出）

一 般 会 計 127 億 4700 万円 4億 4018 万円 129 億 8718 万円 57 億 2514 万円（44.1%）46 億 7183 万円（36.0%）

特 別 会 計 67 億 1640 万円 3675 万円 68 億 7222 万円 21 億 4372 万円（31.1%) 2 億 3484 万円（3.4％）

国 民 健 康 保 険 21 億 0000 万円 1億 2029 万円 22 億 2029 万円 5億 8671 万円（26.4%) 9 億 0247 万円（40.6%)

老 人 保 健 20 億 6100 万円 3651 万円 20 億 9751 万円 8億 5582 万円（40.8%) 9 億 7578 万円（46.5%)

介 護 保 険 13 億 8490 万円 1904 万円 14 億 0394 万円 5億 4152 万円（38.6%) 6 億 1157 万円（43.6%)

農林業集落排水事業 1億 9430 万円 0万円 1億 9430 万円 2356 万円（12.1%) 7960 万円（41.0%)

公 共 下 水 道 事 業 5億 1920 万円 △ 2472 万円 4億 9446 万円 3407 万円（6.9％）1億 6258 万円（32.9%)

簡 易 水 道 事 業 4億 5700 万円 472 万円 4億 6172 万円 1億 0204 万円（22.1%) 2 億 0284 万円（43.9%)

一般会計の科目別歳入状況

16億 6862 万円

9億 5945 万円（57.5％）

3 億 0687 万円
０円（0.0％）

町 税

繰 入 金

繰 越 金

その他①
（使用料ほか）

その他②
（地方譲与税ほか）

分担金及び
負 担 金

国県支出金

3億 1998 万円

4億 1667 万円

5億 7710 万円

9965 万円

13 億 5244 万円

64 億 2082 万円

０円（0.0％）

1億 5450 円（37.1％）

2億 2237万円（38.5％）

864 万円（8.7％）

０円（0.0％）

町 債

地方交付税

予算現額

収入済額

（　）は執行率

7318 万円（1.1％）

18 億 2500 万円

区　　分 当初予算額 補正予算額 予算現額 執行済額

水 道 事 業

事 業 収 益 1億 8148 万円 △ 760 万円 1億 7388 万円 6577 万円（37.8％）

事 業 費 用 1億 7457 万円 △ 760 万円 1億 6697 万円 5209 万円（31.2％）

資本的収入 2093 万円 0万円 2093 万円 0万円（ 0.0％）

資本的支出 9071 万円 0万円 9071 万円 3273 万円（36.0％）

43 億 0723 万円（67.0％）
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03

一般会計の目的別歳出の状況

1億 3069 万円

6429 万円（49.2　％）

19 億 1250 万円
6億 8949 円（36.1％）

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

消防費・労働費
災 害 復 旧 費

農林水産業費

19 億 2019 万円

12 億 3695 万円

8億 9615 万円

8億 8849 万円

13 億 9526 万円

2億 3179万円（39.7％）

5億 3999 円（43.6％）

4億 7579万円（53.1％）

5億 6770 万円（29.6％）

3億 5819万円（25.7％）

商 工 費

土 木 費

予算現額

収入済額

（　）は執行率

2億 4716万円（27.8％）

5億 8381 万円

15 億 6941 万円
6億 0620万円（38.6％）

教 育 費

24 億 0543 万円
8億 3654万円（34.8％）

公 債 費

主な事業の進捗状況

■みんなが参画できる協働のまちづくり

地域活性化発展支援事業

予算 1000 万円

執行済額　480 万円（執行率 48％）

■地域に誇りが持てるまちづくり

舘岩統合小学校建設事業

進捗率 60％

竣工予定　平成 19 年 3 月 17 日

■地域の特性を活かした活力あるまち

づくり

観光関係新会社設立事業

平成 19 年７月１日設立

町出資　3800 万円

■みんなが住みやすいまちづくり ■みんなが安心できるまちづくり

伊南・南郷地域ブロードバンド

基盤整備事業

進捗率　82％

地域の子育て応援交付金事業

予算 500 万円

進捗率　80％
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町
財
務
事
務
の
監
査
結
果
を
公
表
し
ま
す

　
　
　
　
　
　

～
決
算
審
査
個
別
指
摘
事
項
か
ら
～

　

監
査
委
員
は
、
法
令
で
定
め
ら
れ
た
権
限
に
基
づ
い
て
、
町
の
財
務
に
関
す
る
事

務
の
経
営
に
係
る
事
業
の
管
理
・
法
定
受
託
事
務
（
※
）
の
執
行
に
つ
い
て
監
査
等

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

先
月
号
に
引
き
続
き
、
平
成
18
年
度
決
算
審
査
の
結
果
（
個
別
指
摘
事
項
）
を
、

改
善
策
と
あ
わ
せ
て
公
表
し
ま
す
。

※
地
方
公
共
団
体
が
行
う
事
務
の
う
ち
、
国
や
他
の
地
方
公
共
団
体
か
ら
委
託
さ
れ
、
代
行
し
て

行
う
事
務
。
地
方
自
治
法
第
２
条
９
項
で
、
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

１．審査対象

　・平成 18 年度 南会津町歳入歳出決算

　一般会計決算

　国民健康保険特別会計決算

　老人保健特別会計決算

　介護保険特別会計決算

　農林業集落排水事業特別会計決算

　公共下水道事業特別会計決算

　簡易水道事業特別会計決算

　水道事業会計決算

　基金運用状況調書

２．審査期間
　　　平成 19 年７月 17 日から平成 19 年８月３日まで

３．審査方法
　　平成 18 年度一般会計及び各特別会計歳入歳出決算書、歳入歳出

　決算事項別明細書、実質収支に関する調書、財産に関する調書お

　よび各基金の運用状況調書等について、関係諸帳簿および証拠書

　類等と照合し、計数の確認と併せて関係職員から説明を聴取し、　

　決算の正否及び予算の執行状況について審査を行いました。

４．審査結果
　　審査に付された各会計決算書、事項別明細書、実質収支に関す

　る調書、財産に関する調書及び各基金の運用状況調書等について

　は、いずれも関係法令に準拠して作成され、その計数は誤りのな

　いものであり、予算の執行および財政運営状況はおおむね適正な

　ものと認められました。

【
決
算
審
査
意
見　

総
括
】

①
決
算
状
況
に
つ
い
て

　　

財
政
健
全
化
に
向
け
て
早
急
に
対
策
を
講

　

じ
る
必
要
が
あ
る
。

②
町
税
等
収
入
未
済
額
に
つ
い
て

　　

滞
納
を
未
然
に
防
ぐ
防
止
策
と
不
納
欠
損

　

が
発
生
し
な
い
方
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

③
公
債
費
に
つ
い
て

　　

コ
ス
ト
削
減
に
努
力
し
、
地
方
債
残
高
及

　

び
実
質
公
債
費
比
率
の
減
少
に
向
け
て
努
力

　

す
る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

④
総
合
的
な
０
Ａ
化
の
推
進
に
つ
い
て

　　

現
在
各
課
で
も
っ
て
い
る
情
報
を
共
有
化

　

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
行
政
コ
ス
ト
の
削
減

　

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
早
急
な

　

整
備
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

【
町
の
回
答
】

①　

財
政
健
全
化
計
画
を
本
年
度
中
に
策

　

定
・
公
表
し
ま
す
。

②　

町
税
に
つ
い
て
は
、
徴
収
計
画
及
び

　

滞
納
整
理
基
準
（
方
針
）
に
基
づ
く
年

　

間
計
画
に
よ
り
、
滞
納
の
解
消
に
向
け

　

た
進
行
管
理
を
行
い
効
率
的
な
執
行
に

　

努
め
ま
す
。
ま
た
、
関
係
各
課
の
連
携

　

に
よ
り
徴
収
体
制
の
強
化
を
図
る
た
め
、

　

「
南
会
津
町
滞
納
整
理
対
策
委
員
会
」

　

を
設
置
し
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

③　

公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
、
公
営
企

　

業
経
営
健
全
化
計
画
を
本
年
度
中
に
策

　

定･

公
表
し
ま
す
。

④　

本
町
で
は
、
組
織
全
体
を
通
じ
て
業

　

務
の
効
率
化
を
図
る
べ
く
各
種
業
務
シ

　

ス
テ
ム
等
を
活
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

　

す
。

　
　

今
後
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま

　

え
る
こ
と
と
、
更
な
る
行
政
サ
ー
ビ
ス

　

の
向
上
を
目
指
し
、
業
務
及
び
シ
ス
テ

　

ム
等
の
刷
新
化
を
図
る
な
ど
、
Ｉ
Ｔ
を

　

活
用
し
た
行
政
改
革
へ
向
け
総
合
的
に

　

検
討
し
て
行
く
も
の
と
し
ま
す
。

【
指
摘
事
項　

住
民
生
活
課
】

①
国
民
健
康
保
険
法
第
９
条
に
規
定
す
る
被
保

険
者
証
の
返
還
請
求
、
被
保
険
者
資
格
証
明
書

の
交
付
手
続
き
を
し
て
い
な
い
。

　

被
保
険
者
負
担
の
公
平
の
観
点
か
ら
、
滞
納

者
に
規
定
ど
お
り
対
処
す
る
こ
と
。

②
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
税
滞
納
者
に
対
し
て
、
国
民

健
康
保
険
法
第
９
条
に
規
定
す
る
被
保
険
者
証

の
返
還
請
求
等
、
被
保
険
者
負
担
の
公
正
の
観

点
か
ら
滞
納
者
に
厳
し
く
対
処
す
る
こ
と
。

【
町
の
回
答
】

①　

国
民
健
康
保
険
税
滞
納
者
の
実
情
を

　

調
査
し
、
特
別
な
事
情
が
な
く
納
付
意

　

識
の
な
い
滞
納
者
に
つ
い
て
は
、
国
民

　

健
康
保
険
法
第
９
条
に
基
づ
き
、
被
保

　

険
者
証
の
返
還
を
求
め
被
保
険
者
資
格

　

証
明
書
の
交
付
を
行
う
な
ど
の
滞
納
者

　

対
策
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
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【
指
摘
事
項　

企
画
観
光
課
】

個
人
情
報
の
管
理
に
つ
い
て

　

町
個
人
情
報
保
護
条
例
に
則
し
た
管
理
体

制
が
ま
だ
整
っ
て
い
な
い
の
で
、
早
急
に
整

え
個
人
情
報
の
管
理
に
努
め
る
こ
と
。

【
町
の
回
答
】

　

近
年
の
情
報
化
の
進
展
に
伴
い
、
個
人

情
報
の
保
護
を
は
じ
め
、
町
が
収
集
・
蓄

積
し
た
情
報
を
様
々
な
脅
威
か
ら
守
る
こ

と
と
、
他
へ
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
措
置
を

講
じ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
情
報
を

担
当
す
る
各
総
合
支
所
の
振
興
課
、
本
庁

の
広
報
情
報
係
お
よ
び
住
民
生
活
課
に
お

い
て
一
昨
年
前
か
ら
「
町
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
」
の
策
定
へ
向
け
取
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
平
成
19
年
８
月
に

「
町
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
」
の

基
本
方
針
、
対
策
基
準
お
よ
び
実
施
手
順

の
原
案
の
作
成
が
済
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
実
施
に
伴
う
機
器
費
用
（
記

録
媒
体
等
）
措
置
を
含
め
、
そ
れ
ら
方
針

及
び
基
準
に
つ
い
て
、
関
係
者
と
の
調
整

の
後
、
全
職
員
等
へ
周
知
等
を
行
い
、
平

成
20
年
度
当
初
よ
り
「
町
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
」
の
運
用
を
開
始
し
、
社

会
的
信
頼
を
得
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
努
め

ま
す
。

【
指
摘
事
項　

健
康
福
祉
課
】

保
育
料
の
収
納
に
つ
い
て

　

使
用
料
負
担
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
滞
納

解
消
の
た
め
に
徴
収
計
画
を
策
定
し
、
滞
納

年
度
別
の
徴
収
目
標
を
立
て
徴
収
体
制
を
確

立
す
る
こ
と
。

【
町
の
回
答
】

・
現
年
度
分
保
育
料
の
未
納
者
対
策
を
優

先
さ
せ
、
早
期
の
対
応
を
図
り
ま
す
。

・
過
年
度
分
滞
納
者
に
は
誓
約
書
の
提
出

を
求
め
、
児
童
手
当
支
給
時
に
一
部
分
納

指
導
を
継
続
し
ま
す
。

・
保
育
所
送
迎
時
に
未
納
者
に
対
す
る
直

接
指
導
を
実
施
し
ま
す
。

・
保
育
料
の
収
納
事
務
を
委
託
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
田
島
保
育
園
）

【
指
摘
事
項　

議
会
事
務
局
】

①
行
政
視
察
に
つ
い
て

　

総
務
委
員
会
の
栃
木
県
へ
の
所
管
事
務
調

査
は
、
宿
泊
し
な
く
て
も
所
期
の
目
的
を
達

成
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
行
政
視
察
の
行
程

は
十
分
に
検
討
す
る
こ
と
。

②
行
政
視
察
の
復
命
に
つ
い
て

　

行
政
視
察
の
復
命
に
つ
い
て
は
、
参
加
者

全
員
か
ら
報
告
を
求
め
る
こ
と
。

【
町
の
回
答
】

①
最
少
の
経
費
で
所
期
の
目
的
が
達
成
で

き
る
よ
う
十
分
検
討
し
て
計
画
し
ま
す
。

②
議
会
運
営
委
員
会
で
全
員
が
報
告
す
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
の
で
、
徹
底
し
ま

す
。

　

以
上
の
指
摘
の
ほ
か
、

税
金
や
使
用

料
、
各
種
料
金
の
延
滞
金
の
徴
収
、
延
滞

金
の
減
免
に
つ
い
て
、
適
正
な
処
理
を
執

行
を
求
め
る
指
摘
が
多
く
な
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
滞
納
整
理
委
員

会
等
で
適
切
な
処
理
や
減
免
を
を
含
め
た

対
応
を
統
一
的
に
図
っ
て
い
く
旨
の
回
答

が
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
記
事
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

本
庁
議
会
事
務
局

℡
０
２
４
１
(62)
６
３
１
０
ま
で

　

す
。
被
保
険
者
間
の
公
平
性
を
確
保
で

　

き
る
よ
う
適
切
に
対
処
し
ま
す
。

　
　

な
お
、
現
在
は
、
特
別
事
情
の
届
出

　

が
な
い
滞
納
者
に
対
し
、
行
政
手
続
法

　

に
基
づ
く
弁
明
の
機
会
の
付
与
通
知
を

　

し
、
弁
明
書
の
提
出
を
求
め
て
い
ま
す
。

②　

国
民
健
康
保
険
税
滞
納
者
に
対
し
て

　

は
、
国
民
健
康
保
険
法
第
９
条
に
基
づ

　

き
被
保
険
者
証
の
返
還
を
求
め
資
格
証

　

明
書
の
交
付
を
行
う
と
共
に
、
税
務
課

　

の
協
力
の
も
と
滞
納
国
民
健
康
保
険
税

　

の
分
納
相
談
や
催
告
、
徴
収
に
努
め
ま

　

す
。

　
　

な
お
、
資
格
証
明
書
の
交
付
に
つ
い

　

て
は
、
右
記
①
と
同
じ
で
す
。

【
指
摘
事
項　

議
会
事
務
局
】

荒
海
中
学
校
用
地
に
つ
い
て

　

平
成
18
年
度
に
お
い
て
も
、
相
手
方
と
13

回
の
交
渉
を
持
ち
改
善
に
向
け
努
力
し
て
い

る
が
、
早
期
解
決
の
た
め
法
的
手
段
で
解
決

を
す
べ
き
で
あ
る
。

　

相
手
方
が
考
え
て
い
る
校
庭
奥
の
山
の

問
題
や
体
育
館
の
境
界
等
も
含
め
た
土
地

問
題
全
般
を
解
決
す
る
こ
と
で
な
く
、
一

つ
ひ
と
つ
切
り
離
し
て
、
ま
ず
荒
海
中
学

校
前
の
用
地
の
分
だ
け
で
も
決
め
て
い
か

な
い
か
と
い
う
こ
と
で
交
渉
し
て
お
り
ま

す
が
、
以
前
と
同
じ
話
の
繰
り
返
し
に
な

り
、
条
件
の
提
示
も
な
く
一
向
に
進
展
が

見
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

し
た
が
い
ま
し
て
、
や
は
り
話
し
合
い

に
よ
る
こ
と
は
無
理
が
あ
り
、
裁
判
に
よ

る
解
決
を
考
え
る
時
期
も
そ
う
遠
く
は
な

い
と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
本
年
４
月
の
段
階
で
「
町

は
裁
判
の
こ
と
を
真
剣
に
考
え
始
め
て
い

る
」
と
相
手
方
に
通
告
を
し
ま
し
た
が
、

こ
の
た
び
の
決
算
審
査
で
「
早
期
解
決
の

た
め
法
的
手
段
で
解
決
を
す
べ
き
」
と
の

ご
指
摘
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
こ
と

を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
粘
り
強
く
交
渉
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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【
特
別
功
労
表
彰
（
10
名
）
】

室
井　

強
さ
ん
（
東
町
）

　

田
島
町
議
会
議
員
と
し
て
38
年
６
月
、

南

会
津
町
議
会
議
員
と
し
て
１
年
在
職
し
、

こ

の

間
、

副

議

長
、

総

務

委

員

長
、

南

会

津

地

方
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会
議
員
、

田
島
下

郷
町
衛
生
組
合
議
会
議
長
を
歴
任
し
、

地
方

自

治

の

伸

展

と

地

域

住

民

の

福

祉

の

向

上

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、

田
島
町
都
市

計
画
審
議
会
委
員
、

田
島
町
国
民
健
康
保
険

運
営
協
議
会
委
員
を
務
め
、

住
環
境
の
整
備
、

住
民
の
健
康
増
進
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

渡
部　

衞
さ
ん
（
糸
沢
）

　

田
島
町
議
会
議
員
と
し
て
30
年
６
月
、

南

会
津
町
議
会
議
員
と
し
て
１
年
在
職
し
、

こ

の

間
、

副

議

長
、

文

教

厚

生

委

員

長
、

議

会

運
営
委
員
長
、

南
会
津
地
方
広
域
市
町
村
圏

組
合
議
会
議
員
、

田
島
下
郷
町
衛
生
組
合
議

平成 19 年町功労者表彰

会
議
員
を
歴
任
し
、

地
方
自
治
の
伸
展
と
地

域
住
民
の
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

湊
田　

幹
夫
さ
ん
（
大
町
）

　

田
島
町
議
会
議
員
と
し
て
26
年
６
月
、

南

会
津
町
議
会
議
員
と
し
て
１
年
１
月
在
職
し
、

こ

の

間
、

副

議

長
、

産

業

建

設

委

員

長
、

議

会
運
営
委
員
長
、

南
会
津
地
方
広
域
市
町
村

圏
組
合
議
会
議
員
、

田
島
下
郷
町
衛
生
組
合

議
会
議
員
を
歴
任
し
、

地
方
自
治
の
伸
展
と

地
域
住
民
の
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

ま
た
、

田
島
町
都
市
計
画
審
議
会
委
員

を
務
め
、

住
環
境
の
整
備
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。

河
原
田　

苗
利
さ
ん
（
宮
沢
）

　

伊
南
村
議
会
議
員
と
し
て
22
年
、

南
会
津

町
議
会
議
員
と
し
て
１
年
１
月
在
職
し
、

こ

の

間
、

副

議

長
、

産

業

委

員

長
、

議

会

運

営

委

員

長
、

西

部

環

境

衛

生

組

合

議

会

議

員
、

監
査
委
員
を
歴
任
し
、

地
方
自
治
の
伸
展
と

地
域
住
民
の
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

村
井　

民
重
さ
ん
（
宮
沢
）

　

伊
南
村
議
会
議
員
と
し
て
22
年
、

南
会
津

町

議

会

議

員

と

し

て

１

年

在

職

し
、

こ

の

間
、

議

長
、

産

業

委

員

長
、

議

会

運

営

委

員

長
、

南
会
津
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会

議
員
、

西
部
環
境
衛
生
組
合
議
会
議
員
を
歴

任
し
、

地
方
自
治
の
伸
展
と
地
域
住
民
の
福

祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、

伊

南
村
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
地
域
農
業
の

振
興
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

星　

謙
一
郎
さ
ん
（
川
島
）

　

田
島
町
議
会
議
員
と
し
て
18
年
６
月
、

南

　平成 19 年度町功労者表彰が 11 月 14 日に御蔵入交流館で行われ、佐藤義和南会

津地方振興局長をはじめ、多くの来賓が出席され、湯田町長から一人ひとりに賞

状と記念品が授与されました。

　今年度の表彰では、田島町議会議員として長い間尽力された室井強さんをはじ

め、18名の方が受賞されました。功労者表彰は町表彰条例に基づき、行政、産業経済、

教育文化、社会福祉等地域社会に功績を残した方に授与されます。
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会
津
町
議
会
議
員
と
し
て
１
年
在
職
し
、

こ

の

間
、

議

長
、

総

務

委

員

長
、

南

会

津

地

方

広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会
議
長
、

田
島
下
郷

町
衛
生
組
合
議
会
議
員
を
歴
任
し
、

地
方
自

治
の
伸
展
と
地
域
住
民
の
福
祉
の
向
上
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

阿
久
津　

進
さ
ん
（
八
総
）

　

舘
岩
村
議
会
議
員
と
し
て
12
年
10
月
、

南

会
津
町
議
会
議
員
と
し
て
１
年
１
月
在
職
し
、

こ
の
間
、

総
務
文
教
委
員
長
、

監
査
委
員
を

歴
任
し
、

地
方
自
治
の
伸
展
と
地
域
住
民
の

福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

平
野　

五
十
男
さ
ん
（
耻
風
）

　

伊
南
村
議
会
議
員
と
し
て
10
年
、

南
会
津

町
議
会
議
員
と
し
て
１
年
１
月
在
職
し
、

こ

の

間
、

議

長
、

産

業

委

員

長
、

南

会

津

地

方

広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会
議
員
、

西
部
環
境

衛
生
組
合
議
会
議
員
を
歴
任
し
、

地
方
自
治

の
伸
展
と
地
域
住
民
の
福
祉
の
向
上
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、

行
政
連
絡
員
と
し
て
、

地
区
の
伸
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

渡
部　

昌
仲
さ
ん
（
古
町
）

　

伊
南
村
議
会
議
員
と
し
て
10
年
、

南
会
津

町
議
会
議
員
と
し
て
１
年
１
月
在
職
し
、

こ

の
間
、

副
議
長
、

文
教
厚
生
委
員
長
を
歴
任

し
、

地
方
自
治
の
伸
展
と
地
域
住
民
の
福
祉

の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、

伊
南

村
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
地
域
農
業
の
振

興
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

星　

喜
弥
さ
ん
（
針
生
）

　

田
島
町
議
会
議
員
と
し
て
10
年
６
月
、

南

会
津
町
議
会
議
員
と
し
て
１
年
１
月
在
職
し
、

こ
の
間
、

監
査
委
員
、

南
会
津
地
方
広
域
市

町
村
圏
組
合
議
会
議
員
を
歴
任
し
、

地
方
自

治
の
伸
展
と
地
域
住
民
の
福
祉
の
向
上
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、

田
島
町
農
業
委
員

会
委
員
と
し
て
地
域
農
業
の
振
興
発
展
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

【
功
労
表
彰
】
４
名

森　

豊
喜
さ
ん
（
鴇
巣
）

　

南
郷
村
議
会
議
員
と
し
て
９
年
10
月
、

南

会
津
町
議
会
議
員
と
し
て
１
年
１
月
在
職
し
、

こ
の
間
、

産
業
厚
生
委
員
長
、

西
部
環
境
衛

生
組
合
議
会
議
員
を
歴
任
し
、

地
方
自
治
の

伸
展
と
地
域
住
民
の
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

湯
田　

直
美
さ
ん
（
栗
生
沢
）

　

田
島
町
議
会
議
員
と
し
て
６
年
６
月
、

南

会
津
町
議
会
議
員
と
し
て
１
年
１
月
在
職
し
、

こ
の
間
、

総
務
委
員
長
、

田
島
下
郷
町
衛
生

組
合
議
会
議
員
を
歴
任
し
、

地
方
自
治
の
伸

展
と
地
域
住
民
の
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、

行
政
連
絡
員
と
し
て
地
区

の
伸
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

星　

清
信
さ
ん
（
湯
ノ
花
）

　

舘

岩

村

消

防

団

員

と

し

て

34

年

在

職

し
、

そ

の

間
、

分

団

長
、

副

団

長
、

南

会

津

町

消

防
団
舘
岩
支
団
長
を
歴
任
し
、

団
員
の
規
律

訓
練
、

予
防
消
防
活
動
に
力
を
注
ぎ
、

地
域

住
民
の
生
命
、

財
産
を
守
る
た
め
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、

舘
岩
村
環
境
美
化
審
議

会
委
員
と
し
て
、

自
然
景
観
、

伝
統
的
建
造

物
等
の
保
全
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

渡
部　

正
介
さ
ん
（
故
人
）
（
滝
原
）

　

田
島
町
荒
海
財
産
区
議
会
議
員
と
し
て
23

年
６
月
在
職
し
、

こ
の
間
、

財
産
区
副
議
長

を
歴
任
す
る
な
ど
、

職
務
に
精
励
し
荒
海
財

産
区
の
伸
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

 【
功
績
表
彰
】
３
名

平
野　

均
さ
ん
（
大
桃
）

　

伊
南
村
議
会
議
員
と
し
て
６
年
、

南
会
津

町
議
会
議
員
と
し
て
１
年
１
月
在
職
し
、

こ

の
間
、

総
務
委
員
長
、

西
部
環
境
衛
生
組
合

議
会
議
員
を
歴
任
し
、

地
方
自
治
の
伸
展
と

地
域
住
民
の
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

渡
部　

力
枝
さ
ん
（
中
荒
井
）

　

田
島
町
荒
海
財
産
区
議
会
議
員
と
し
て
12

年
在
職
し
、

荒
海
財
産
区
の
伸
展
に
尽
力
さ

れ
た
。

ま
た
、

田
島
町
公
有
林
野
巡
視
員
と

し
て
、

公
有
林
野
の
維
持
管
理
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。

阿
久
津　

正
一
郎
さ
ん
（
井
桁
）

　

舘
岩
村
納
税
貯
蓄
組
合
長
と
し
て
20
年
３

月
、

南
会
津
町
納
税
貯
蓄
組
合
長
と
し
て
１

年
４
月
在
職
し
、

こ
の
間
、

納
税
思
想
の
普

及
に
努
め
、

町
税
徴
収
率
の
向
上
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

【
善
行
表
彰
】
１
名

本
名　

充
さ
ん
（
中
山
口
）

　

故
本
名
祐
雄
南
郷
村
長
の
遺
志
に
基
づ
き
、

南
郷
地
域
の
教
育
振
興
発
展
の
た
め
、

多
額

の
金
員
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

各分野でも多くの町民が表彰を受けました

広報みなみあいづ　平成 19年 12月号

◆福島県地方教育行政功労者表彰

　大塚　勝友（前南郷村教育委員会委員長）

◆総務大臣統計功労者表彰

　星　　孝（町統計調査員）

◆経済産業省所管統計調査功労表彰

　渡辺　親子（町統計調査員）

【第 61 回福島県社会福祉大会表彰】

◆県知事感謝

　渡部ふみえ（ホームヘルパー）

　渡部　由美（ホームヘルパー）

◆県社会福祉大会会長表彰

　（民生委員・児童委員）

　小椋　昭子　馬場　　京

　平野　大和　星　　惠子

◆県社会福祉大会会長表彰

　（社会福祉施設・社会福祉団体役職員）

　馬場　由美　星　マサ子

　星　真利子　湯田　元一

　渡部ふみえ　　

◆文部科学大臣生涯スポーツ優良団体表彰

　田島レスリングクラブ

大塚勝友さん

星　　孝さん
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ふるさと南会津会誕生
■11月 10 日　設立総会が開催されました

　南会津町が誕生することになった時期から、旧町

村ごとにあった在京のふるさと会についても、その

あり方や一本化について協議されてきました。ふる

さと会津田島会、ふるさと舘岩会、奥会津伊南村後

援会、ふるさと南郷会、それぞれの会は活動内容や

組織形態、総会時期も違い会員への周知も必要なた

め、すぐに統合というわけにはいきませんでしたが、

会員の移行や新規賛同者を募り、11 月 10 日東京都

港区において「ふるさと南会津会」として設立総会

を開催しました。南会津町からも町長はじめ多くの

町民が参加し、会員や関係者 181 名が親睦を深めま

した。

 新しいふるさと南会津会の会員は 692 名におよび、

会員相互の親睦はもとより、情報交換、イベントや

特産品の情報提供など様々な事業が計画されていま

す。会と町の交流は、町が進めている二地域居住や

農山漁村体験交流、さらなる経済交流への発展にも

つながるものと期待されています。

一足早いサンタさん舘岩幼稚園へ
■12月４日　舘岩幼稚園『おたのしみ会』

地域間交流から国際交流へ
■ 11 月 11 日　ひのきスポーツクラブが

アジア 14 国・地域のスポーツ指導者と交流

　ひのきスポーツクラブでは、毎年地区内６つの行政

区の交流事業として「檜沢Ｃｏｍスポ」というスポー

ツイベントを開催しています。このイベントは、ゲー

トボールやソフトボール、ウォークラリー等６種目年

６戦実施し、一戦ごとに得点を加え、総合成績を決定

します。

　この最終戦にあたる室内大スポーツ祭を 11 月 11 日

に檜沢小学校体育館で開催し、大縄跳びやキンボール、

ストラックアウトなど全７種目を楽しみました。今回

は各地区チームに加え、「アジア近隣諸国青少年スポー

ツ指導者研修会」で来日されたアジア 14 国・地域のス

ポーツ指導者 27 名が交流に訪れ、特別チームを編成し

地区住民と一緒にＣｏｍスポを楽しみました。

グラウンドゴルフで交流しました

交流のようす

飯泉和子会長
（田島地域出身）

　ふるさとが南会津町として誕生

したように、私たちのふるさと会

も「ふるさと南会津会」として生

まれ変わりました。

　多くの仲間とともに会のため、

そしてふるさとのために活動して

いきたいと思っておりますので、

会員の皆さん、町民の皆さんよろ

しくお願いします。

ふるさと南会津会会長　飯泉和子

　舘岩幼稚園のおたのしみ会に２人のサンタさんが来て

くれました。全児童 27人で「あわてんぼうのサンタさん」

を歌っている時にサンタさんが登場し、一緒に歌ったり、

ゲームをしたりして、最後はサンタさんからのプレゼン

トをもらって大喜びの子どもたちでした。一足早いサン

タさんは、高杖原にお住まいの掘江哲郎さん・チヨ子さ

ん夫妻のご好意により 10 年前から続けられているもの

で、今回は息子さんと娘さんがかけつけてくれました。

保護者もあたたかい贈りものに目を細めて一緒に楽しん

でいました。サンタさんといっしょに「ハイ、ポーズ！」
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　土地改良事業地区において、整備された基盤を有効

に活用し、優れた営農を展開している団体に贈られる

東北農政局長賞を、和泉田営農改善組合（南郷地域）

が受賞しました。

　和泉田営農改善組合は、ほ場整備事業を契機として

平成 15 年に設立され、農業用施設管理や土地利用調

整組織として農地集積を図るとともに、担い手や生産

組織との連携による水稲直播栽培、作業受託調整など

を行っています。水稲とトマトの作業労働の競合を回

避した栽培体系を確立し、地域特産物の南郷トマトの

高品質生産化など環境保全型農業を実践している点が

高く評価され、福島県で唯一の受賞となりました。

　斎藤俊輔組合長は「組合員の日ごろからの協力があ

り名誉な賞を受賞することができました。今後は後継

者の育成にも力を注いでいきたい」と力強く語ってい

ます。おめでとうございました。

町の農業振興のために
■11月６日　農林業振興に関する建議書を提出

　町農業委員会は「平成 20 年度南会津町農林業振興に

関する建議書」を町長に提出しました。渡部衛農業委

員会会長をはじめ６名の委員が町長室を訪れ、本町の

農林業が時流に即応し、振興が図られるよう建議を行

いました。

農業委員会の建議は、農業委員会等に関する法律に基

づき行われるもので、毎年町の予算編成前に行われて

います。

　提出された建議書は、農政委員会で素案の検討を行

い、役員会で細部の検討を重ね、まとめたものを農業

委員会総会で議決したものです。

　建議された内容は、次のとおりです。

①意欲ある農林業者の育成

②稲作経営の安定化への取り組み

③農道の整備と舗装　④鳥獣害防止対策

⑤遊休農地解消対策助成

⑥農業委員会活動予算の確保

建議書提出のようす

和泉田営農改善組合（南郷地域）が
東北農政局長賞を受賞
■土地改良事業地区営農推進功労者表彰

　奥会津南郷民俗館「旧斎藤家」で、伊南川のどぶろく『今

紫（いまむらさき）』のお披露目会がありました。このど

ぶろくは、小泉内閣の規制緩和政策の呼び水ともなった特

区制度により申請、製造を許可されたもので、南郷地域宮

床の馬場徹さんが取り組んでいます。

　『今紫』の命名の由来は、今から 200 年ほど前の江戸時代、

文化・文政の時代に吉原随一と言われた花魁（おいらん）

の名前が「今紫」です。当時、伊南郷木伏（きぶし）村（現

南会津木伏）の豪商・馬場長次が商いで、江戸を行き来し

ているうち、吉原で今紫と出会います。

　幾度か登楼しているうちに相思相愛の仲となり、ついに

今紫は南会津の地へ嫁いできました。

江戸随一と言われた花魁がどうして雪深い寒村に嫁いでき

たのか、不思議だということから、会津の３不思議の一つ

と言われています。二人の一途な愛に思いをはせ、皆さま

に愛して頂けるどぶろくとなるように願いを込めて「今紫」

と名付けたそうです。

南会津の伝説
■土地改良事業地区営農推進功労者表彰

「これからも後継者育成に励みます」

心を込めて作ったどぶろくをふるまう馬場さん（右）
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＊木下さゆりさんの研修の感想＊

　介護研修では、思うように自分の意思を言葉で伝えられない方々と接する機会がありまし

た。その際、言葉では伝えられなくても目やかすかな手の動きで意思表示をしている場合が

あることに気づきました。こちらが理解しようとしなければ、見逃してしまうような小さな

意思表示が多々あるということ、そして、本人の意思や思いを汲み取り、その上でどう対応

したらよいかを考えて行動しなければならないということを学びました。また、今回の研修

を通して、町の職員としての自覚を持ち、広い視野を持って行動しなければならないと改め

て実感しました。介護の研修を通して、事務の仕事では分からなかった利用者の状況や実際

に介護の仕事をしている方々の様子を知ることができ、とても有意義でした。

役場新規採用職員研修

　昨年度と今年度、役場に採用された職員の研修会が 11

月 26 日から３日間行われました。

　研修は、公務員としての自覚を促し、本町職員としての

基礎知識の習得を図るために実施され、昨年度の採用職員

６名と今年度新規採用職員５名、計 11 名が参加しました。

　研修では、町長訓話、町の行政機構と文書事務、職員の

勤務条件の講義、公有施設の見学、そして介護体験研修が

行われました。

　介護体験研修は田島ホームと社会福祉協議会で行われ、

利用者の入浴介助やリネンの交換、利用者とのレクレー

ションなどを行いました。

本庁健康福祉課介護保険係

主事 木下 さゆりさん

（平成 18 年度採用）

田島高校　１年　猪股　亜衣

　私は、インターンシップで会津鉄道に行った田島高校一

年一組、大竹晃弘さんに体験の様子を、取材してきました。

　私は田島駅での仕事の内容にも少し興味がありました

が、その場所へ行った人の、理由や、気持ちに興味があっ

て取材することにしました。最終的には「将来の夢」、何

がやりたいかを目的に話を聞きに行きました。

Ｑ．選んだ理由は？

Ａ．鉄道会社の経営に興味があったからです。

Ｑ．大変だったことは？

Ａ．案内放送、車両の発車

　　確認、切符販売、掃除

　　など。利用する側から

　　では、分からない掃除

　　などの苦労がたくさん

　　ありました。

Ｑ．やる前のイメージと実

際に体験してみての感想は？

Ａ．やる前はもう少し楽だと思っていました。

　　一番イメージと違っていたことは、たくさんある仕事

　　を、分担してやるのではなく、一人でいくつもの仕事

　　をやるということでした。

Ｑ．将来はどうしたいですか。

Ａ．駅の仕事は合ってないとも思いましたが、駅での経理

　　等はやりたいと思うし、この経験を通して、これから

　　も自分の夢に向かって進んでいけると思います。

【感　想】

　質問事項を考えることや、私が知りたいかったこと、聞

きたかったことを文や言葉にすることにとても苦労しまし

た。でも、たくさん考えて、取材に行って自分がしたかっ

たことができてよかったです。この取材は自分にとってと

てもいい経験になりました。

介護体験研修・入浴介助のようす

田島高校１年生が職場体験に訪れました　猪股亜衣さん・室井由美さんのレポート

田島高校　１年　室井　由美

　私はインターンシップで３日間南会津役場を体験し、そ

の中で２日間企画観光課で広報の仕事をしました。私は普

段目にしている広報がどのようにして作られているのか気

になっていました。

　私は町内のスーパーで職場体験をしている星彩由美さん

に取材をして実際に文章作成をしました。私は次のような

質問をしました。

Ｑ．なぜこの職場を希望しましたか？

Ａ．以前、アルバイトを

　　していたのでまた　

　　やってみたいと思い

　　ました。

Ｑ．仕事をやって思った

　　ことは何ですか？

Ａ．大変だけど楽しくて

　　やりがいのある仕事

　　だと思いました。

Ｑ．勉強になったことはありますか？

Ａ．あいさつをする大切さです。また、お金を稼ぐことの

　　大変さを学びました。

Ｑ．将来の「夢」は何ですか？

Ａ．美術関係でイラストの仕事をやりたいです。

【感　想】

私は初めて役場に来て広報の仕事に関わることができまし

た。普段できないことも体験することができてたくさんの

ことを学びました。この３日間の貴重な体験を生かして ,

これからも新聞や広報を読んで社会での情報を見ていきた

いです。

※亜衣さん・由美さんお疲れさまでした！
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・
浜
野

　
　
　
　
　
酒
　
井
　
浩
　
蔵

内
川
・
耻
風

　
　
　
　
　
平
　
野
　
恒
　
二

大
原
・
小
立
岩

　
　
　
　
　
平
　
野
　
ア
ヤ
子

大
　
　
桃
　
平
　
野
　
　
　
均

主
任
児
童
委
員

　
　
　
　
　
曽
　
根
　
て
る
子

　
　
　
　
伊
南
地
域
　
計
11
名	

【
南
郷
地
域
】

木
　
　
伏
　
内
　
藤
　
千
賀
子

水
根
沢
・
大
新
田

　
　
　
　
　
酒
　
井
　
壽
　
子

大
　
　
橋
　
塩
　
田
　
三
重
子

東
・
中
小
屋

										

平
　
野		

ヤ
ス
ヱ

上

山

口
　
本
　
名
　
孝
　
子

中

山

口
　
本
　
名
　
ト
モ
子

下

山

口
　
馬
　
場
　
純
　
子

台

板

橋
　
月
　
田
　
美
惠
子

鴇

巣
　
馬
　
場
　
君
　
江

宮

床
　
馬

　
場

　
　
　
幸

界
　
　
　
　
青

　
木

　
　
　
泰

虻
の
宮
・
小
野
島

　
　
　
　
　
星

　
　
　
美

　
枝

片
　
　
貝

　
辺

　
見

　
和

　
子

富
　
　
山

　
菊

　
地

　
む

　
つ

下
　
　
山

　
渡

　
部

　
惠
美
子

乙
沢
・
上
平

　
　
　
　
　
星

　
　
　
正

　
人

南
郷
上
町

　
五
十
嵐

　
昭

　
代

谷
　
　
地

　
五
十
嵐

　
知

　
弘

福
　
　
田

　
目

　
黒

　
瑞

　
惠

主
任
児
童
委
員

　
　
　
　
　
仲

　
丸

　
キ
ク
エ

　
　
　
　
南
郷
地
域

　
計
20
名

　
　
　
　
南
会
津
町
合
計
87
名	

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
改
選
に
な
り
ま
し
た
。

地
域
の
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

12
月
１
日
付
け
で
各
地
区
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
が
改
選
に
な
り

ま
し
た
。
民
生
委
員
は
地
区
の
住
民
福
祉
の
増
進
や
福
祉
活
動
の
利
用
援
助
、
児
童
委
員

は
児
童
福
祉
増
進
の
た
め
の
活
動
を
行
い
、
任
期
は
３
年
間
で
す
。

田島地域の民生委員・児童委員への委嘱状交付が

12 月４日御蔵入交流館で行われました。（写真は副

町長から委嘱状を交付される君島孫右エ門さん）



平成 19 年 12 月号　広報みなみあいづ

12

※
１
団
体
に
つ
き
１
回
限
り
。
上
記
の

マ
イ
レ
ー
ル
化
推
進
事
業
や
他
の
団
体

割
引
と
の
併
用
は
不
可
。

◎
申
込
方
法

　

利
用
日
の
前
日
ま
で
に
、
会
津
鉄
道

ま
た
は
会
津
田
島
駅
で
切
符
購
入
の
際

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

会
津
鉄
道
㈱

　

０
２
４
２
(28)
５
８
８
５

南
会
津
町
公
共
交
通
対
策
協
議
会 

◆
会
津
・
野
岩
鉄
道
利
用
促
進
補
助
事
業

【
対
象
】　

南
会
津
町
民
８
人
以
上
で

参
加
す
る
団
体

【
対
象
と
な
る
区
間
】　

西
若
松
駅
～

新
藤
原
駅
区
間

【
助
成
率
】　

鉄
道
運
賃
の
10
分
の
３

◎
申
込
方
法

　

旅
行
前
日
ま
で
に
、
役
場
本
庁
企
画

観
光
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

本
庁
企
画
観
光
課
地
域
振
興
係　
　

　

０
２
４
１

（62）
６
２
１
０

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

放
送
大
学
福
島
学
習
セ
ン
タ
ー

　

０
２
４
（
９
２
１
）
７
４
７
１

　

０
２
４
（
９
２
１
）
７
８
１
４

【
募
集
期
間
】

12
月
15
日
～
２
月
29
日

会
津
・
野
岩
鉄
道
利
用
の
際
に
は

助
成
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

会
津
・
野
岩
鉄
道
利
用
促
進
協
議
会

お
よ
び
南
会
津
町
公
共
交
通
対
策
協
議

会
で
は
、
よ
り
多
く
の
方
に
鉄
道
を
利

用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
鉄
道
利
用
運

賃
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
を
次
の
と

お
り
設
け
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

会
津
・
野
岩
鉄
道
利
用
促
進
協
議
会 

◆
マ
イ
レ
ー
ル
化
推
進
事
業

【
対
象
】　

４
人
以
上
の
団
体

【
対
象
区
間
】　

　

喜
多
方
駅
～
浅
草
駅
・
新
宿
駅
区
間

　
　
　
　

（
途
中
乗
車
・
下
車
も
可
）

【
助
成
率
】

　

鉄
道
運
賃
の
10
分
の
１
以
内

◆
冬
休
み
の
運
賃
助
成
事
業

【
対
象
】　

２
人
以
上
で
「
会
津
・
浅
草

往
復
き
っ
ぷ
」
か
「
浅
草
往
復
列
車
た

び
き
っ
ぷ
」
を
購
入
し
た
人

【
利
用
期
間
】　

12
月
22
日(

土)

～

　
　
　
　
　
　

１
月
８
日(

火)
【
助
成
額
】
大

人･･･

１
０
０
０
円　

　
　
　

 
　

小
学
生･･･

　

５
０
０
円

が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
２
ア
ー
ル
以
上
の
農
業
用
施

設
の
場
合
は
、
「
農
地
転
用
許
可
」
が

必
要
で
す
。

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　

０
２
４
１
(62)
６
３
２
０

放
送
大
学
４
月
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
平
成
20
年
度
第
１
学

期
（
４
月
入
学
）
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
で
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
を

利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学

で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文

学
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学

べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
の
大
学
卒
業
や
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
、
退
職
後
の
生
き
が
い
作

り
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、

職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

■
15
歳
以
上
の
方
な
ら
、
１
科
目
か
ら

学
習
す
る
選
科
履
修
生
・
科
目
履
修
生

と
し
て
入
学
で
き
ま
す
。

■ 

18

歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格
を
お

持
ち
の
方
な
ら
、
無
試
験
で
全
科
履
修

生
と
し
て
入
学
で
き
、
４
年
以
上
在
学

し
て
、
１
２
４
単
位
を
取
得
し
、
卒
業

す
る
と
、
学
士
（
教
養
）
を
取
得
で
き

ま
す
。

■
１
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学
び
た
い

方
に
は
「
放
送
大
学
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
専
門
的
に
学
び
た
い
方
に
は
、

大
学
院
も
併
設
し
て
い
ま
す
。

閲
覧
の
期
日　

平
成
19
年
７
月
10
日

《
閲
覧
が
み
と
め
ら
れ
る
も
の
》

①
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
が
法
令
で

定
め
る
事
務
を
遂
行
す
る
た
め
の
も
の

②
統
計
調
査
、
世
論
調
査
、
学
術
研
究

な
ど
の
調
査
研
究
で
公
益
性
が
高
い
と

認
め
ら
れ
る
も
の
な
ど

　

住
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
２
０

「
農
地
改
良
」
や
「
農
業
用
施
設
建

築
」
に
は
届
出
が
必
要
で
す

■
農
地
改
良
届

　

農
業
の
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
目
的

で
盛
土
等
を
す
る
場
合
、
農
業
委
員
会

へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
県
で
定
め
る
要
件
を
越
え
る

場
合
は
、
「
一
時
転
用
許
可
」
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

■
２
ア
ー
ル
未
満
の
農
業
用
施
設
建
築
届

　

２
ア
ー
ル
未
満
の
農
業
用
施
設
を
建

築
す
る
場
合
、
農
業
委
員
会
へ
の
届
出

戸
籍
係
か
ら

冬
住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
状
況
を

公
表
し
ま
す

　

昨
年
５
月
に
住
民
基
本
台
帳
法
の
一

部
が
改
正
さ
れ
、
個
人
情
報
の
保
護
に

十
分
留
意
し
た
法
律
と
な
り
、
同
年
11

月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
誰
で
も
閲
覧
を
請
求
で
き
る
と
い

う
こ
れ
ま
で
の
制
度
は
廃
止
さ
れ
、
市

町
村
は
閲
覧
状
況
を
年
に
一
回
は
公
表

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

〈
住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
状
況
〉

　

平
成
18
年
11
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　
　

平
成
19
年
10
月
31
日

閲
覧
件
数　

１
件

請
求
団
体
名

　

㈱
Ｉ
Ｔ
ス
ク
エ
ア

　
　
　
　
　

代
表
取
締
役　

小
林
正
利

閲
覧
の
事
由

　

平
成
19
年
度
福
島
県
世
論
調
査
対

象
者
の
住
所
等
の
確
認
の
た
め
（
委
託

者
：
福
島
県
県
政
広
報
グ
ル
ー
プ
）

閲
覧
の
範
囲　

南
会
津
町
内
の
15
歳
以

上
の
男
女　

21
名

問

問

℡

　12・１月の町長室へどうぞ

12 月 25 日（火）

　午前　舘岩地域　午後　田島地域

１月 ６ 日（木）

　午前　南郷地域　午後　伊南地域

詳しくは ･･･
本庁企画観光課　℡ 0241-62-6200

農
業
者
の
皆
さ
ん
へ

入
学
生
募
集

ご
利
用
く
だ
さ
い

問℡℡

問℡

問℡ ℡



「
そ
う
だ
、
法
テ
ラ
ス
が
あ
っ
た
！
」

　

法
的
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り
の
方
、

「
裁
判
を
起
こ
し
た
い
が
弁
護
士
等
を

頼
む
お
金
が
な
い
」
と
い
う
方
、
「
法

テ
ラ
ス
（
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
）
」

へ
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

（
相
談
例
）

　

多
重
債
務
、
相
続
、
離
婚
問
題
な
ど

　

法
テ
ラ
ス
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
一
般
問
い
合
わ
せ
）

　

０
５
７
０
‐
０
７
８
３
７
４

（
犯
罪
被
害
者
問
い
合
わ
せ
）

　

０
５
７
０
‐
０
７
９
７
１
４

今月の納税

　12月25日（火）納期の町税は

固定資産税　　　３期

国民健康保険税　６期　です。

　　　　忘れずに納税しましょう

納税に関するお問い合わせは

　　　　本庁税務課収税係　℡ 0241-62-6110

℡℡ 問

休日納税相談窓口を

開設します
■開設日

12 月 23 日（日）

１ 月 27 日（日）

お気軽に相談ください。

種
別
等

19 年
発生

18 年
発生

刑法犯

侵
入
盗

　
　

（
空
き
巣
等
）

13

20

乗
物
盗

　
　

（
自
転
車
等
）

６

７

車
上
ね
ら
い

11

９

自
販
機
ね
ら
い

２

２

そ
の
他

22

35

事故関係

人
身
事
故
件
数

39

60

死
者

２

３

負
傷
者

54

84

物
損
事
故

267

321

遭難

死
者

２

２

負
傷
者

３

１

無
事
救
出

１

４

南会津町の事件事故発生状況について　～南会津警察署より～

■空き巣、忍び込みなどの発生が予想 

　されます。家にも車にも鍵掛けを習

　慣づけましょう。

■日没が早くなっています。早めのラ

　イト点灯（ＰＭ４ライトオン運動）　

　をお願いします。

■冬山での遭難事故の発生が考えられ

　ます。十分な装備とゆとりある計画

　で事故を防ぎましょう。

南会津警察署　℡ 0241-62-1140※数字は１月～ 10 月までの累計です。

　各地区の集会所等のコミュニティ施設の除雪やボ

ランティア除雪等に利用していただくために、除雪

機械を購入しました。

　この除雪機械は、幅 1.1 ｍ、23 馬力で、一般家

庭で使用されているものとほぼ同じサイズです。除

雪機械の使用を希望される場合には、下記によりお

申込ください。

記

◇貸出時間帯

　　月曜日から金曜日（祝日を除きます）までの

　　午前 9時から午後 5時まで

　※事前に電話での予約をお願いします。

◇使用料について

　　使用料は無料ですが、利用の際の機械を運搬す

　　る車両の持込と燃料代については、利用者のご

　　負担となります。

◇お問合せ・申し込み先

　南郷保健福祉センター

　℡ 0241 － 73 － 2788

　南郷地域の皆さんご利用ください

　　　　　コミュニティ助成事業で除雪機械を購入しました

13
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日 程 健 診 名 受付時間 会 場 対 象 者

12 月 19 日 水 ３－４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45

保 健 セ ン タ ー

（御蔵入交流館内）

平成 19 年８月生まれ

１ 月 ９ 日 水 ３ 歳 児 健 康 診 査 12：30 ～ 13：00 平成 16 年９～ 10 月生まれ

１月 16 日 水 ３－４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45 平成 19 年９月生まれ

１月 23 日 水 １歳６か月児健康診査

12：30 ～ 13：00

平成 18 年７月生まれ

１月 29 日 火 ２ 歳 児 健 康 診 査
平成 17 年 11 月～

　　　　平成 18 年１月生まれ

日 程 相 談 名 受付時間 会 場 対 象 者

12月 14日 金
６- ７か月児健康相談

12－ 13か月児健康相談
9：30 ～ 9：45 伊 南 会 館

伊南・南郷地域のお子さん

平成 19 年５～６月生まれ

平成 18 年 11 ～ 12 月生まれ

１月 15 日 火
６- ７か月児健康相談

12－ 13か月児健康相談
13：30 ～ 13：45 舘岩保健センター

舘岩地域のお子さん

平成 19 年６～８月生まれ

平成 18 年 12 月～

　　平成 19 年２月生まれ

１月 17 日 木 ６－７か月児健康相談

13：30 ～ 13：45
保 健 セ ン タ ー

（御蔵入交流館内）

田島地域のお子さん

平成 19 年６月生まれ

１月 24 日 木 12 － 13 か月健康相談
田島地域のお子さん

平成 18 年 12 月生まれ

 就学前のお子さんとその保護者の方を対象に、

保健センターを開放しています。   

　お子さん同士、 お母さん同士の情報交換、 交流

の場としてお気軽にご利用ください。  

◆乳幼児健康診査

◆乳幼児健康相談

保健センター開放日

保健センター （御蔵入交流館内） 健診ホール開放日

　　１月 1 １日 （金）　　　　　　　９ ： ３０～ 11: ００

伊南保健センター 「すこやか」 開放日   

　　毎週火曜日     　　　　　　　10 ： 00 ～ 12 ： 00

このページの記事に関するお問い合わせは ・ ・ ・

　　　田島地域　南会津町保健センター　℡０２４１－６２－６１８０

　　　舘岩地域　舘岩総合支所住民課　　℡０２４１－７８－３３２５

　　　伊南地域　伊南保健センター　　　　　℡０２４１－７６－７１２１

　　　南郷地域　南郷保健福祉センター　℡０２４１－７３－２７８８

※地域の指定のないものは全地域対象です。

12・１月の健診（検診）のご案内

※ 12 月 20 日（木）の田島地域 12-13 か月児健康相談は実施しません。

　平成 20 年 1 月より、福島県立医科大学付属病院に

救命救急センターの開設と併せて、ドクターヘリの

運航が開始される予定です。ドクターヘリは、救急

現場に直ちに医師や看護師を派遣し、重篤な救急患

者への治療をいち早く開始するとともに、救急専用

の医療機器装備した機内で治療を行いながら高度な

医療機関へ短時間で搬送します。

　ドクターヘリの運行により、救命率の向上や後遺

症の軽減が図られ、住民の方々の安全で安心な暮ら

しが守られます。

◆ドクターヘリについて ＜ドクターヘリの概要＞ 

１．運行日時

　土日、祝日を含めて毎日運行します。   

　視界の良い、安全な飛行のため、原則として午前８時 30 分

　～午後５時まで運行します。    

　（ただし、視界不良のときは出動できません）  

２．出動要請

　消防機関からの要請により出動します。

　　　住民から直接要請することは出来ません。 

３．離着陸	

　原則として、県内にあらかじめ臨時へリポートとして指定

　した公園や運動場等に着陸します。 

＜町内の離着陸点＞ 

　①田島阿賀川河川敷　②南会津病院　③田島高校　

　④伊南運動公園　⑤伊南まるや　⑥南会津高校　

　⑦南郷体育館グランド　⑧南郷スキー場駐車場

　⑨舘岩村村民広場　⑩高杖運動公園 (舘岩地域 )

　⑪白樺公園多目的運動公園 (舘岩地域 )
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12・１月の日曜当番医

 12 月 16 日　きむらクリニック　 ℡ 0241-62-5576

      23 日　佐藤医院（下郷町）　℡ 0241-67-2134

 　　 30 日　高橋医院　　　　　 ℡ 0241-62-0040

 １月 ６日　芳賀医院（下郷町）　℡ 0241-67-2128 

 　　　　　13 日　長谷川医院　 　　　℡ 0241-62-0032

     20 日　馬場医院　　　　　 ℡ 0241-62-0141

※午前中のみの診療となります。ご注意ください。

病院の年末年始の休診について

名　称 休診日 電話番号

高橋医院
12/29 午後・

12/30 午後～ 1/3
0241-62-0040

馬場医院 12/30 ～ 1/3 0241-62-0141

長谷川医院 12/30 ～ 1/3 0241-62-0032

きむらクリニック 12/30 ～ 1/3 0241-62-5576

舘岩愛輝（まなき）診療所 12/29 ～ 1/3 0241-78-8688

加藤医院 12/27 ～ 1/3 0241-76-2030

なかやクリニック 12/31 ～ 1/3 0241-73-2036

伊南小野木クリニック 12/30 ～ 1/3 0241-76-7780

稲富歯科医院 12/29 午後～ 1/6 0241-62-0001

押部歯科医院 12/29 ～ 1/3 0241-62-0518

あらかい歯科医院 12/30 ～ 1/6 0241-66-2580

長谷川歯科医院 12/31 ～ 1/5 0241-62-0408

なかむら歯科医院 12/29 ～ 1/3 0241-62-1255

星歯科医院 12/30 ～ 1/3 0241-78-2232

山崎歯科医院 12/29 ～ 1/3 0241-78-2018

羽染歯科医院 12/30 ～ 1/4 0241-76-2115

新藤歯科医院 12/29 午後～ 1/6 0241-72-2610

室井歯科医院 12/29 午後～ 1/3 0241-62-8020

中山絋樹ちゃん
（福田）

むし歯ゼロで元気な笑顔
このコーナーでは、３歳児健診で虫歯のなかった

お子さんを紹介します。

今月 11 人のおともだちがむし歯ゼロでした！

おめでとうございます。

みんなでめざそう、むし歯ゼロ！

※変更される場合がありますので、事前にお電話等でご確認ください。

岡部愛子ちゃん
（後原）

羽染尚貴ちゃん
（伊南上町）

阿久津伸弥ちゃん
（羽塩）

穴澤未咲ちゃん
（長野）

渡邊晴香ちゃん
（長野）

加藤　聖ちゃん
（田部原１）

近藤慶太朗ちゃん
（虻の宮）

小島愛実ちゃん
（湯ノ花）

大桃夏鈴ちゃん
（針生）

渡部麟之介ちゃん
（新町）



平成 19 年 12 月号　広報みなみあいづ

16

平
成
20
年
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
る

　
　
　
住
民
税
の
主
な
改
正
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

１
．
地
震
保
険
料
控
除
の
創
設

　

損

害

保

険

料

控

除

が

改

組

さ

れ
、

平
成
20
年
度
か
ら
、
地
震
保
険
料
等

の
支
払
金
額
の
２
分
の
１
（
限
度
額

２
万
５
千
円
）
に
相
当
す
る
金
額
を
所

得
か
ら
控
除
す
る
制
度
が
新
た
に
創
設

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
従
来
の
損
害
保
険
料

控
除
は
廃
止
さ
れ
ま
す
が
、
経
過
措
置

と
し
て
、
平
成
18
年
12
月
31
日
ま
で
に

締
結
し
た
長
期
損
害
保
険
契
約
等
（
保

住民税の主な改正内容

①地震保険料控除の創設

②老年者非課税措置の廃止

③住宅ローン控除の創設

④税源移譲時の所得変動に係る経過措置

険
期
間
が
10
年
以
上
で
満
期
返
戻
金
が

あ
る
も
の
）
の
保
険
料
に
つ
い
て
は
、

従
来
の
損
害
保
険
料
控
除
が
適
用
さ
れ

ま
す
。
（
限
度
額
１
万
円
）

　

な
お
、
長
期
損
害
保
険
料
控
除
と
地

震
保
険
料
を
控
除
併
せ
て
受
け
る
場
合
、

控
除
額
は
合
計
し
て
２
万
５
千
円
が
限

度
と
な
り
ま
す
。

※
長
期
損
害
保
険
契
約
等
が
地
震
保
険

料
控
除
と
な
る
損
害
保
険
契
約
に
該
当

す
る
と
き
は
、
い
ず
れ
か
の
契
約
の
み

該
当
に
な
り
ま
す
。

２
．
老
年
者
非
課
税
措
置
の
廃
止　

平
成
17
年
１
月
１
日
現
在
に
お
い
て
65

歳
以
上
で
あ
っ
た
方
（
昭
和
15
年
１
月

２
日
以
前
の
生
ま
れ
の
方
）
で
、
前
年

の
合
計
所
得
が
１
２
５
万
円
以
下
の
場

合
に
適
用
さ
れ
て
い
た
経
過
措
置
が
、

平
成
20
年
度
か
ら
は
廃
止
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
19
年
度　

「
均
等
割
額
」
」
と

　

「
所
得
割
額
」
の
３
分
の
１
が
減
額　

　
　
　
　
　

↓

　

平
成
20
年
度

　
「
均
等
割
額
」
」
と

　
「
所
得
割
額
」
が
全
額
課
税

３
．
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
創
設

　

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
制
度
は
所
得
税
に

の
み
適
用
さ
れ
て
い
た
制
度
で
す
が
、

税
源
移
譲
で
所
得
税
が
減
少
す
る
こ
と

に
よ
り
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
限
度
額
が

控
除
し
き
れ
な
く
な
る
等
の
影
響
が
生

じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
調
整
措
置
と
し
て
、
毎
年
申
告

書
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
平
成
20

年
度
以
降
の
町
・
県
民
税
所
得
割
額
か

ら
控
除
す
る
経
過
措
置
が
設
け
ら
れ
ま

す
。

（1）
対
象
者

　

平
成
11
年
か
ら
平
成
18
年
ま
で
に
新

築
等
の
住
宅
に
入
居
し
た
方
、
又
は
居

住
し
て
い
る
住
宅
の
増
改
築
を
し
た
方

の
う
ち
、
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

を
受
け
て
い
る
方
で
、
今
回
の
税
源
移

譲
に
よ
り
平
成
19
年
分
以
降
の
所
得
税

に
お
け
る
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
減
税
額

が
減
っ
て
し
ま
う
方
。

（2）
計
算
方
法

　

※
下
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

①

　ア．前年分の所得税の住宅借入金等

　　特別控除限度額

　イ．税源移譲前の税率で算出した

　　前年分の所得税額

　※アとイのいずれか少ない金額

－ ＝

■計算方法

町・県民税からの控除額

②

税源移譲後の税率で

算出した前年の所得額
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（3）
手
続
き

給
与
収
入
の
み
の
方

〔
提
出
書
類
〕

・
「
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
申
告

書
（
給
与
収
入
の
み
を
有
し
て
お
り
確

定
申
告
書
を
提
出
し
な
い
納
税
者
用
）
」

（
３
枚
複
写
）

・
源
泉
徴
収
票
の
原
本
（
写
し
・
コ
ピ
ー

不
可
） 

〔
提
出
先
〕

そ
の
年
の
１
月
１
日
現
在
の
住
所
地
の

市
町
村
へ
提
出 

〔
提
出
期
限
〕

　

３
月
15
日
（
平
成
20
年
は
３
月
17
日
）

確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
方

〔
提
出
書
類
〕

・
「
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
申
告

書
（
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
納
税
者

用
）
」
（
３
枚
複
写
）
を
確
定
申
告
書
と

一
緒
に
提
出 

〔
提
出
先
〕

　

税
務
署　
　

〔
提
出
期
限
〕

　

３
月
15
日

　
　

（
平
成
20
年
は
３
月
17
日
）

※
申
告
書
の
用
紙
の
配
布
時
期
等
に
つ

き
ま
し
て
は
、
今
後
広
報
等
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

※
上
記
申
告
期
限
以
降
は
町
・
県
民
税

納
税
通
知
書
が
送
達
さ
れ
る
と
き
ま
で

に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
注
：
こ
の
申
告
は
毎
年
必
要
に
な
り

ま
す
。

４
．
税
源
移
譲
時
の
所
得
変
動
に
係

る
経
過
措
置

 

平
成
19
年
中
の
所
得
が
大
き
く
下
が

り
、
所
得
税
が
か
か
ら
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
場
合
、
平
成
19
年
度
分
の
住
民

税
（
平
成
18
年
中
の
所
得
で
計
算
）
で

上
っ
た
分
を
平
成
19
年
分
の
所
得
税
で

調
整
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
19
年
度
分
（
移
譲

後
）
の
町
民
税
・
県
民
税
を
、
移
譲
前

の
町
民
税
・
県
民
税
額
ま
で
減
額
す
る

経
過
措
置
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

（1）
対
象
者

　

下
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い

■対象者　次のアとイの療法に該当する方

　ア）平成 19 年度町・県民税の課税所得金額　＞　所得税との人的控除の差の合計額

　　　　（申告分離課税分を除く）※

　イ）平成 20 年度町・県民税の課税所得金額　≦　所得税との人的控除の差の合計額

　　　　（申告分離課税分を含む）※

　※アの課税所得金額は、課税総所得金額、課税退職所得金額、課税山林所得金額の合計額。

　　イの課税所得金額は、アの課税所得金額に申告分離課税分を加えた額になります。

　※平成 19 年中に死亡した方は対象になりません。

（2）
手
続
き

　

平
成
20
年
７
月
１
日
か
ら
平
成
20
年

７
月
31
日
ま
で
に
、
平
成
19
年
１
月
１

日
現
在
の
住
所
所
在
地
の
市
町
村
（
平

成
19
年
度
町
・
県
民
税
が
課
税
さ
れ
た

市
町
村
）
へ
減
額
申
告
書
を
提
出
す
る

こ
と
に
よ
り
適
用
に
な
り
ま
す
。

※
こ
の
経
過
措
置
は
平
成
19
年
度
分
の

町
・
県
民
税
に
の
み
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
申
告
方
法
な
ど
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、
今
後
広
報
誌
等
で
改
め
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

この記事に関するお問い合わせは ･･･

　本庁税務課課税課　　　　　℡ 0241-62-6110

　舘岩総合支所総務課税務係　℡ 0241-78-3345

　伊南総合支所総務課税務係　℡ 0241-76-7712

　南郷総合支所総務課税務係　℡ 0241-72-2224
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「
給
水
装
置
」
の
管
理
に
つ
い
て

　
冬
期
間
は
積
雪
の
た
め
水
道

メ
ー
タ
ー
検
針
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
給
水
装
置
（
※
）
の
定
期
的

な
点
検
を
行
い
、
漏
水
等
の
早
期

発
見
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

※
給
水
装
置
…
道
路
に
入
っ
て
い

る
水
道
管
（
配
水
管
）
か
ら
分
か

れ
て
、
ご
家
庭
に
引
き
込
ま
れ
た

給
水
管
、
止
水
栓
、
給
水
栓
（
蛇

口
）
、
メ
ー
タ
ー
な
ど
の
装
置
を

冬
期
間
の
水
道
管
理
の
お
願
い

　
　
　
　
　
　
　
　
～
漏
水
等
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
～

「
給
水
装
置
」
と
呼
び
、
使
用
者

の
皆
さ
ん
に
管
理
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
漏
水
を
確
認
し
、
町
指
定
の
水

道
業
者
に
よ
る
修
繕
を
行
っ
た

場
合
、
使
用
者
か
ら
の
申
請
に
よ

り
漏
水
し
た
期
間
（
最
長
で
４
ヶ

月
）
の
水
道
料
金
の
一
部
が
減
免

に
な
り
ま
す
。
（
漏
水
量
に
よ
り
、

対
象
に
な
ら
な
い
場
合
あ
り
）

《
地
下
に
埋
設
し
て
い
る
管
か
ら

の
漏
水
の
み
対
象
》
申
請
に
は
修

繕
し
た
業
者
の
証
明
書
類
が
必
要

に
な
り
ま
す
が
有
料
で
す
。

冬
期
間
の
水
道
料
金
に
つ
い
て

　

冬
期
間
（
田
島
地
域
は
12
月
か

ら
、
舘
岩
・
伊
南
・
南
郷
地
域
は

11
月
か
ら
）
は
メ
ー
タ
ー
検
針
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
暫
定
的
に

１
ヶ
月
の
使
用
水
量
を
設
定
し
て

料
金
を
請
求
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
暫
定
使
用
水
量
は
、
こ
れ
ま

で
に
使
用
し
た
月
の
水
量
を
参
考

に
設
定
し
、
春
に
メ
ー
タ
ー
検
針

を
行
な
い
精
算
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

水
道
料
金
を
滞
納
し
て
い
る
方

は
、
早
急
に
納
入
し
て
く
だ
さ

い
　

水
道
料
金
の
滞
納
額
は
、
18
年

度
末
現
在
で
約
４
１
０
０
万
円
と

な
っ
て
お
り
、
町
監
査
委
員
か
ら

未
納
対
策
を
推
進
す
る
よ
う
指
摘

を
受
け
、
特
に
支
払
能
力
が
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
義
務
を
果
た
さ

な
い
悪
質
滞
納
者
に
は
、
断
固
と

し
た
態
度
で
臨
む
よ
う
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

今
後
、
滞
納
対
策
に
つ
い
て

は
、
給
水
停
止
を
含
め
厳
正
に
対

応
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
滞
納
し

て
い
る
方
は
早
急
に
水
道
料
金
を

納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

本
庁
環
境
水
道
課
業
務
係
ま
た
は

各
総
合
支
所
振
興
課
環
境
水
道
係

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

本
庁　

℡
０
２
４
１

（62）
６
１
４
０

舘
岩　

℡
０
２
４
１
(78)
３
３
３
５

伊
南　

℡
０
２
４
１

（76)
７
７
１
７

南
郷　

℡
０
２
４
１

（72)
２
１
１
４

漏水は次の手順で簡単に確認できます

①家庭内の蛇口（外に設置してい

　るものも含む）を全て閉め、水

　が出ない状態にしてください。

②水道メーターのパイロット

　（左の○の部分）が回っているか

　確認する。

③回っていれば漏水ですので、町

　指定の水道業者に直接連絡し修

　繕をしてください。修繕費用は

　使用者の負担となります。

公
立
大
学
法
人
福
島
県
立
医
科

大
学
職
員
採
用
試
験
に
つ
い
て

　

公
立
大
学
法
人
福
島
県
立
医
科

大
学
職
員
採
用
試
験
を
下
記
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

受
験
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
試
験
を
実
施
す
る
職
種
及
び
採

用
予
定
人
数
】

(1)　

看
護
職
員

試
験
職
種 

採
用
予
定
人
員

看
護
師
30
名
程
度

(2)　

看
護
職
員
（
日
勤
勤
務
）

試
験
職
種 

採
用
予
定
人
員

看
護
師
15
名
程
度

【
試
験
期
日
受
験
申
込
受
付
期
間
】

(1)
看
護
職
員

第
２
回 

　

平
成
20
年
２
月
９
日
（
土
） 

　

平
成
20
年
１
月
11
日
（
金
）
～

　
　

平
成
20
年
１
月
30
日
（
水
）

(2)
看
護
職
員
（
日
勤
勤
務
）

第
５
回 

◆
試
験
日

　

平
成
20
年
１
月
19
日
（
土
） 

◆
受
付
期
間

　

平
成
20
年
１
月
７
日
（
月
）
～

　

平
成
20
年
１
月
11
日
（
金
）

第
６
回

◆
試
験
日

　

平
成
20
年
１
月
26
日
（
土
）

◆
受
付
期
間

　

平
成
20
年
１
月
15
日
（
火
）
～

　

平
成
20
年
１
月
18
日
（
金
）

第
７
回 

◆
試
験
日

　

平
成
20
年
２
月
２
日
（
土
） 

◆
受
付
機
関

　

平
成
20
年
１
月
21
日
（
月
）
～

　

平
成
20
年
１
月
25
日
（
金
）

【
受
付
窓
口
及
び
問
い
合
わ
せ
先
】

　

福
島
県
立
医
科
大
学
事
務
局
総

務
グ
ル
ー
プ

（
福
島
市
光
が
丘
１
番
地　

電
話

（
０
２
４
）
５
４
７
－
１
０
１
２
）

【
受
験
案
内
及
び
受
験
申
込
書
等
】

受
験
案
内
及
び
受
験
申
込
書
等
に

つ
い
て
は
、
県
庁
、
県
立
医
科
大

学
及
び
県
内
主
要
合
同
庁
舎
で
入

手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
県
立
医
科
大
学
の
ホ
ー

ム

ペ

ー

ジ
（http://www.fmu.

ac.jp/Welcome-s.html

）

か

ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

こ
の
件
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

福
島
県
立
医
科
大
学
事
務
局
総
務

グ
ル
ー
プ

　

（
内
線
１
８
１
‐
２
０
１
９
）

℡
０
２
４
‐
５
４
７
‐
１
０
１
２
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あ
る
日
、
お
姉
ち
ゃ
ん
が
泣
き
ま
し
た
。

今
ま
で
流
し
た
こ
と
の
な
い
ほ
ど
の
な
み
だ

を
流
し
て
泣
き
ま
し
た
。
何
日
も
何
ヶ
月
も
。

　

お
母
さ
ん
は
、
仕
事
が
終
わ
る
と
お
姉

ち
ゃ
ん
の
所
へ
行
き
ま
し
た
。
家
の
中
は
、

暗
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

な
ぜ
、
こ
ん
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
か
と
言

う
と
、
お
姉
ち
ゃ
ん
が
「
い
じ
め
」
に
あ
っ

た
か
ら
で
す
。

　

お
姉
ち
ゃ
ん
は
、
最
初
は
友
達
と
仲
が
よ

か
っ
た
の
に
、
い
つ
の
間
に
か
お
姉
ち
ゃ
ん

の
友
達
は
、
ど
ん
ど
ん
は
な
れ
て
い
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
お
姉
ち
ゃ
ん
は
、
同
級
生
の
女

の
子
の
中
で
、
独
り
ぼ
っ
ち
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

で
も
、
お
姉
ち
ゃ
ん
は
が
ま
ん
し
ま
し
た
。

今
ま
で
流
し
た
こ
と
の
な
い
ほ
ど
の
な
み
だ

を
流
し
な
が
ら
。

　

私
は
、
思
い
ま
し
た
。
「
ど
う
し
て
、
見

て
い
て
知
っ
て
い
る
人
は
、
助
け
て
あ
げ
な

い
の
だ
ろ
う
。
声
ぐ
ら
い
か
け
て
あ
げ
て
も

い
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
な
。
」
と
。

　

そ
の
と
き
、
私
は
も
う
一
つ
思
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
「
私
だ
っ
た
ら
声

を
か
け
ら
れ
た
の
か
。
か
け
ら
れ
な
か
っ
た

ん
じ
ゃ
な
い
の
か
。
」
な
ど
と
い
ろ
い
ろ
考

え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

あ
る
日
、
私
の
ク
ラ
ス
に
い
変
が
起
き
ま

し
た
。
一
人
の
女
の
子
が
、
独
り
ぼ
っ
ち
に

な
っ
て
い
た
の
で
す
。
私
も
も
ち
ろ
ん
、
み

ん
な
も
そ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
し
た
。
な

の
に
、
だ
れ
も
声
を
か
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
た
だ
「
い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う
よ
。
」
ぐ

ら
い
の
言
葉
で
い
い
の
に
、
か
け
て
あ
げ
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

あ
る
日
、
女
の
子
が
学
校
を
休
み
ま
し
た
。

病
気
で
し
た
。
で
も
私
は
、
た
ぶ
ん
気
持
ち

が
弱
っ
て
い
た
か
ら
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
、

思
い
ま
し
た
。
で
も
そ
れ
を
私
の
た
ん
任
の

先
生
は
、
知
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
先

生
は
あ
る
日
、
私
た
ち
に
み
ん
な
に
向
か
っ

て
、

「
い
じ
め
は
、
す
る
人
も
そ
う
だ
け
ど
見
て

る
人
も
い
じ
め
な
ん
だ
。
」

と
言
い
ま
し
た
。
「
す
る
と
、
私
も
い
じ
め

を
し
て
た
ん
だ
な
。
」
と
私
は
、
は
っ
と
し

ま
し
た
。

　

女
の
子
が
、
学
校
に
来
た
そ
の
日
に
、
私

た
ち
は
パ
ー
テ
ィ
ー
を
や
り
ま
し
た
。
そ
の

意
味
は
、
女
の
子
と
も
と
の
よ
う
に
な
か
よ

く
な
る
た
め
。
そ
し
て
、
も
う
い
じ
め
を
し

小学生の部最優秀賞

『ある日の出来事から』

南郷第二小学校　５年　五十嵐　早織

青少年の主張大会　町青少年の主張大会が、11 月３日、御

蔵入交流館で開催され、応募総数 700 点

の中から事前審査で選ばれた町内の小中

高校生 15 名が発表しました。

　最優秀賞には、南郷第二小学校５年

五十嵐早織さん、舘岩中学校１年赤羽夕

佳さん、南会津高校１年近藤圭さんが輝

きました。３人の作品を今月号と来月号

で紹介します。

な
い
た
め
に
。

　

そ
の
日
か
ら
、
私
は
、
女
の
子
と
仲
良
く

な
り
ま
し
た
。
い
っ
し
ょ
に
買
い
物
に
行
っ

た
り
、
祭
り
に
行
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　

お
姉
ち
ゃ
ん
へ
の
い
じ
め
も
な
く
な
り
、

学
校
に
も
行
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
楽
し
く

は
行
け
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

　

私
は
、
そ
の
後
ず
っ
と
考
え
て
き
ま
し
た
。

い
じ
め
を
な
く
す
に
は
、
ど
う
し
た
ら
い
い

の
か
を
。
し
か
し
、
答
え
は
ま
だ
わ
か
り
ま

せ
ん
。
た
だ
、
い
じ
め
は
友
達
や
そ
の
家
族

を
苦
し
め
て
し
ま
う
し
、
自
分
の
近
く
で
起

き
て
い
る
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
私
は

今
、
「
友
達
が
つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
な
い

か
な
。
」
と
考
え
て
生
活
す
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

【優秀賞受賞者】
小学校の部　村岡　幸奈（田島小学校６年）

　　　　　　湯田　美帆（桧沢小学校５年）

     山口　寧々（荒海小学校５年）

     宇都宮　伸（舘岩小学校５年）

     星　明日香（伊南小学校６年）

中学生の部　室井　有美（田島中学校３年）

 　　星　　　悠（田島中学校３年）

 　　君島理紗子（檜沢中学校２年）

 　　本杉　衣里（伊南中学校３年）

 　　馬場　夕奈（南郷中学校３年）

高校生青年の部

 　　佐久間由貴（田島高校２年）

 　　星　さやか（南会津高校３年）

 　　芳賀　雄太（南会津高校３年）
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  映画上映会

　「Watch with Me
　　　　　　　～卒業写真～」

　　　　　（福島県初上映作品）

　１月５日（土）
　　14：00 開演（13：30 会場）

 □入場料 1,000 円

 ■内　容 来年開催される全国生

  涯学習フェスティバル記念事業

  映画制作で監督を務める

  瀬木直貴さんの最新作品です。

 □問い合わせ

　ぶんぶん南会津 代表 有賀伸一

　℡ 0241-62-0703　

02

12/ １月の公演

 ニューイヤーコンサート

「ベヒシュタインを弾こう

　　　2008in 御蔵入交流館」

 １月６日（日）
　13：00 開演（12:45 開場）

□入場料 無料

■内　容 町内の小中高校生や町

 出身者によるコンサートです。

 ぜひご覧ください。

□問い合わせ

　若き音楽家を育てる会

　代表 阿部

　℡ 0241-62-1248

03

　神田由布子ピアノ教室『ニューイヤーピアノコンサート』

　１月 26 日（日）
　　14：00 開演（13：30 開場）
 □入場料 無料

 ■内　容 第 1 部　ピアノ教室生徒の発表

　　　　　第２部 「演奏会」　神田由布子（ピアノ）

　　　　　　　　　　　　　　渡部　史子（ソプラノ）

 □問い合わせ 神田由布子

　 ℡ 0241-66-3134

04

　たじまハートフル

　　　　コンサート Vol. Ⅳ

　12 月 23 日（日）
　15：00 開演（14：30 開場）

□入場料 大人 1,000 円

　　　　 小人   500 円

□出演者 佐々木京子（ピアノ）

　　　　 永井由比（フルート）

　　　　 丸山　勉（ホルン）

　　　　 佐々木祐子（ピアノ）

□共　演 田島ウインド

　　　　　　　オーケストラ

　　　　　　（X'mas Version）

【田島吹奏楽団、田島高校吹奏

 楽部、田島中学校吹奏楽部、 

 田島小学校合唱部ほか】

□問い合わせ 御蔵入交流館

　℡ 0241-62-6311

01

℡ 0241-62-6311

オーディションが御蔵入交流館で開催されます！！
キャスト・スタッフ募集
　来年、福島県で開催する第 20 回全国生涯学習フェステ

イバル（愛称「まなびピアふくしま 2008」）の開催を記念

して、福島らしい生涯学習を全国に発信するため、生涯に

わたっての学びを基本テーマに捉えた「県民が演じ、県

民が制作し、県民が支える映画」をつくります。ついては、

この映画に出演する「キャスト」と映画制作をお手伝い

していただく「ボランティア制作スタッフ」を募集します。

１．募集内容　（１）キャスト 50 名

　　　　　　　（２）ボランティア製作スタッフ 100 名

２．応募締切　平成 20 年１月 21 日（月）まで（必着）

３．オーディションの日程と会場

　　平成 20 年１月 26 日（土）・27 日（日）･･･

　　　　　　　　　　　　南会津会場（御蔵入交流館）

　　平成 20 年２月９日（土）・10 日（日）･･･

　　　　　　　　　　　　郡山会場（郡山市中央公民館）

４．応募方法

　郵送、電子メールいずれかでの方法でご応募ください。

　（詳しくは下記までお問い合わせください。）

５．応募・お問い合わせ先

　第 20 回全国生涯学習フェスティバル実行委員会事務局

　℡ 024-521-7994

　Ｅメール：k.shougaibunka@pref.fukushima.jp

（写真）この映画制

作の指揮をとる瀬

木直貴監督が 11 月

に当町を訪れ、シ

ナリオを執筆しま

した。

写真は町長室を訪

問したときのよう

す
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新着本紹介

【一般図書】

爆篤姫の生涯　　　　　　　　　宮尾登美子∥著

モンスターマザー　　　　　　　　石川結貴∥著

おせち基本帳　　　　　　　　　　爲後喜光∥著

ゴールデンスランバー　　　　　伊坂幸太郎∥著

永遠（とわ）を旅する者　　　　　　重松清∥著

ダイイング・アイ　　　　　　　　東野圭吾∥著

鴨川ホルモー　　　　　　　　　　万城目学∥著

【児童図書】
ぼくらが作った「いじめ」の映画　今関信子∥著

なぜ、めい王星は惑星じゃないの？布施哲治∥著

森は地球のたからもの  　　　　　　宮脇昭∥著

 このほかにも、図書館にはたくさんの

新着本があります。ぜひご利用ください。

日 月 火 水 木 金 土

１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31

　12 月 28（金）から翌年１月４日（金）まで、図書館は

年末年始の休館に入ります。

　１月５日（土）から再び開館いたしますが、年末年始の

休館中、本を返却する場合には御蔵入交流館入口左側に備

え付けの「返却ポスト」をご利用ください。

（※ただし、ビデオやＤＶＤなどのＡＶ資料については、

１月５日以降に直接図書館へご返却ください。）

10 冊貸出実施！
　年末年始の休館にあたり、下記の期間中、本・雑誌・紙

芝居の貸出冊数を通常の５冊から 10 冊に増やします。

お正月は、こたつの中でたくさん本を読んでみてはいかが

ですか？

　10 冊貸出期間：12 月 14 日（金）～ 27 日（木）

広報みなみあいづ　平成 19年 12月号

が休館日開館時間：10:00 ～ 18:00

南会津町図書館　℡ 0241-62-5522

１月の休館日
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

12 月の休館日

年末年始の図書館休館のお知らせ 

第 19 回市町村対抗県縦断駅伝競走大会

　町の部５位入賞！　大山大輔くんは区間賞

　第 19 回市町村対抗県縦断駅伝競走大会が 11 月 18 日に、白河市～福島

市を会場に開催されました。

　2 回目の出場となる南会津町チームは、中高生主体のチームながら、

昨年の町の部 10 位から大きく順位を上げ、町の部５位入賞を果しました。

応援いただいた皆さん、ありがとうございました。

　なお、４区を走った田村高校２年の大山大輔くん（伊南中出身）は、

23 分 13 秒で町の部区間賞を獲得しました。大山くんは、10 月に行われ

た県高校駅伝競走大会で田村高校の代表として４区を走り、田村高校の

優勝に貢献し、見事、都大路の切符を手にしました。

　全国高校駅伝競走大会は12月23日（日）京都府で開催されます。皆さん、

応援ください！

【全国高校駅伝テレビ放映予定】

　ＮＨＫ総合テレビ・ＢＳハイビジョン　午後０：１５～

＊田島地域に合宿施設を持ち、合宿を行ってきた埼玉栄高校駅伝部も出

場します。藍染で作ったハチマキを身につけ走ります。応援ください！

区間賞を獲得した大山大輔くん

検索

クリック！

南会津町図書館

ＨＰもご覧ください！

■大山大輔くんのコメント

『５km までは思ったとおりのペー

スで行けましたが、そこから残り

2.3km がとても苦しかったです。

でも、区間賞を獲れたことは自信

につながります。

全国大会では、自分の課題である

５km 以降のペースダウンを克服

し、地域の皆さんの期待に応えら

れるような走りをしたいと思いま

す。応援よろしくお願いします！』
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広報みなみあいづでは、皆さんからの情報をお待ちしています。

また、広報誌へのご意見・ご感想もぜひお送りください。

募集コーナー

　①サークルの輪　　　　町内で活動中のサークルを取材して紹介します。

　　　　　　　　　　　　サークル名、活動内容、連絡先をお送りください。

　②わが家のアイドル　　就学前のお子様の写真を募集します。

　　　　　　　　　　　　保護者のひとことを記載の上、お送りください。

　　　　　　　　　　　　なお、送付いただいた写真は返却しませんので

　　　　　　　　　　　　ご了承ください。

情報は、電話、FAX、郵便、E メールにて受け付けます。お待ちしています。

〒 967-8501

（住所は不要です。郵便番号のみ

で届きます）

　南会津町役場企画観光課

　　　　　　　広報情報係　まで

 TEL　0241 － 62 － 6200

 FAX　0241 － 62 － 1288

アドレス　info@minamiaizu.org

情報をお待ちしています

編
集
後
記

▽
20
ペ
ー
ジ
の
記
事
で
紹
介
し
ま
し
た
が
、
来
年
、

南
会
津
町
で
映
画
が
撮
影
さ
れ
ま
す
。
福
島
県
が

舞
台
で
す
が
、
そ
の
う
ち
の
３
分
の
１
は
当
町
で

撮
影
さ
れ
る
予
定
で
す
。
▽
こ
の
映
画
制
作
を
指

揮
さ
れ
る
瀬
木
直
貴
さ
ん
が
、
11
月
に
町
を
訪
れ
、

こ
の
映
画
の
シ
ナ
リ
オ
を
執
筆
さ
れ
ま
し
た
。
瀬

木
さ
ん
は
、
現
在
の
日
本
映
画
界
で
大
変
注
目
さ

れ
て
い
る
映
画
監
督
の
一
人
で
、
今
年
公
開
さ
れ

た
最
新
作
「
卒
業
写
真
」
は
、
あ
る
雑
誌
の
顧
客

満
足
度
調
査
で
第
１
位
に
輝
き
ま
し
た
。
▽
そ
ん

な
才
能
あ
る
監
督
の
指
揮
で
、
こ
の
町
、
地
域
が

映
画
に
な
る
。
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
せ
ん
か
？
▽
来
月

に
は
、
こ
の
映
画
「
ゆ
び
さ
き
の
瞳
」（
仮
題
）
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
が
御
蔵
入
交
流
館
で
行
わ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
、
参
加
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

企
画
観
光
課
広
報
情
報
係　

大
桃
英
樹

南会津高校放送委員会がまた快挙
第 12 回総合文化祭放送部門最優秀賞獲得！

　第 12 回総合文化祭放送部門で、南会津高校放送委

員会の制作した「南会津に生きる」が最優秀賞を獲

得しました。

　この作品は、地域の医師不足をテーマにした作品

で、地域医療の現状、医師不足の課題を捉えたうえで、

「地域や住民に密着した医療の良さ」を訴えています。

　この作品は来年の全国大会に出品され、今年のＮ

ＨＫ杯高校生放送コンテスト準優勝に続く飛躍が期

待されます。

　おめでとうございました！

2007 ふくしまふるさとＣＭ大賞で

南会津町が県知事賞を受賞
南会津高校放送委員会・田島ケーブルテレビ

　2007 ふくしまふるさとＣＭ大賞で南会津町が第２

位にあたる「福島県知事賞」を受賞しました。

　このコンテストは、地域情報の発信やふるさと自

慢など、「ふるさと」をテーマに 30 秒間のＣＭを作

成し、その魅力を競うもので、今回は７市町村が出

品されました。

　南会津町の作品は、南会津高校放送委員会と田島

ケーブルテレビ阿部徳子さんの協働で制作されまし

た。作品タイトルは「電気はねえが、元気がある！」。

小さい子どもからお年寄りまで元気のいい「おはよ

う！」のあいさつが交わされる南会津町。都会のよ

うな便利さ・派手さはありませんが、そのマイナス

をプラスに変える力があることを訴えました。

　12 月 1 日に行われた審査会では、審査員の方から

「最高！」という評価を受けるなど、南会津町の良さ

が十分に伝えらる作品となりました。

　審査会の模様は、下記の日程でテレビ放映される

とともに、県知事賞を獲得したこの作品は、年間 75

回放映される予定です。

【放送予定】

平成 19 年 12 月 24 日

ＫＦＢ福島放送

ぜひ、ご覧ください！
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地
域
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厳寒の季節を迎える南会津の風景

　

厳
し
い
冬
に
、
寒
い
冬
な
ら
で
は
の
食

文
化
を
見
出
し
て
き
た
先
人
た
ち
の
豊
か

な
精
神
性
と
は
ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。

「
ど
ん
な
時
も
自
然
に
感
謝
し
、
自
然
と

共
に
生
き
る
」

　

冬
に
生
み
出
さ
れ
た
食
文
化
に
、
そ
ん

な
精
神
性
と
生
き
る
姿
勢
を
強
く
感
じ
ず

に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
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農
仕
舞
い
・
冬
囲
い
の
風
景

　

全
て
の
収
穫
を
終
え
た
畑
は
、
や
が
て

長
い
冬
の
眠
り
に
つ
き
ま
す
。
一
方
、
家
々

で
は
、
厳
し
い
風
雪
を
し
の
ぐ
た
め
に
、

冬
囲
い
を
施
し
ま
す
。
吹
き
つ
け
る
と
こ

ろ
に
風
除
け
を
立
て
た
り
、
北
窓
に
目
貼

り
を
し
た
り
、
庭
の
木
々
に
は
縄
や
藁
を

巻
き
つ
け
ま
す
。
ま
た
、
大
根
、
蕪
、
人

参
な
ど
野
菜
を
土
穴
の
中
に
埋
め
ま
す
。

今
で
は
家
屋
も
近
代
化
し
、
こ
の
よ
う
な

写
真
の
風
景
は
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
私
た
ち
の
心
の
中
に
は
い
つ
ま

で
も
残
し
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

地
域
を
映
す
冬
の
「
食
」

　

か
つ
て
先
人
た
ち
は
長
い
冬
を
乗
り
越

え
る
た
め
に
、
冬
囲
い
で
住
環
境
を
整
え
、

綿
入
れ
の
着
物
な
ど
を
作
り
、
衣
服
に
工

夫
を
加
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
食
に
お
い

て
も
、
様
々
な
工
夫
が
あ
り
、
今
で
も
私

た
ち
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
代
表
の
一
つ
は
「
干
柿
」
で
す
。

干
柿
は
、
渋
皮
を
剥
い
て
紐
で
一
連
に
吊

り
下
げ
、
干
し
ま
す
。
乾
燥
さ
せ
る
こ
と

に
よ
り
、
渋
柿
の
可
溶
性
の
タ
ン
ニ
ン
（
カ

キ
タ
ン
ニ
ン
）
が
不
溶
性
に
変
わ
り
、
渋

味
が
な
く
な
り
、
甘
味
が
強
く
感
じ
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
（
そ
の
甘
さ
は
砂

糖
の
約
1.5
倍
と
も
言
わ
れ
ま
す
）
。

この季節の風物詩、干柿の風景

（写真はイメージで、小塩地区のものではありません）


